
  

平成29年４月１日付の組織改正及び人事異動について 

平成29年３月28日 

 

第２期ひょうご教育創造プランの基本理念「兵庫が育む こころ豊かで自立した人づ

くり」のもと、学び、育て、支えるひょうごの教育の実現をめざして、教育課題に機

動的に対応する簡素で効率的な体制を整備するとともに、知事部局、学校、市町教育

委員会との人事交流を積極的に行うなど、適材適所の職員配置を行う。 

今回の組織改正及び人事異動の特色は次のとおりである。 

 

１ 組織改正 

(1) 効率的な事務執行体制の確立 

① 教育企画課主幹(企画調整担当)の新設 

 第２期「ひょうご教育創造プラン」の着実な推進や次期創造プランの作成に

向けた体制を整備するため、教育企画課に企画調整担当の主幹を設置する。 

② 市町村立学校職員給与負担法の一部改正（神戸市への権限移譲）に伴う体制

の改編 

教職員給与負担事務等の政令指定都市への移譲にともない、学事課の指定都

市担当を廃止する。 

③ 定員の削減 

行財政構造改革推進方策（H20～30・30％定員削減【H26～30：概ね11％定員

削減】）の達成に向け、事務局職員を９名削減する。 

 

(2) 特別支援教育の充実 

① 西神戸高等特別支援学校の開校 

神戸市西部・東播磨地域の知的障害特別支援学校在籍児童生徒の増加に対応

するため、平成29年４月に西神戸高等特別支援学校を開校する。 

 

② 県立高等学校における特別な支援が必要な生徒への対応 

  県立高等学校における発達障害等のある生徒を対象とした通級による指導が、

平成30年度から制度化されることに伴う、教職員向けの研修等を担当する職員

を特別支援教育課に配置する。 

   【担当指導主事１名】 

 

  (3) 社会教育施設の機能充実及び文化財の保存・活用 

① 考古博物館加西分館（古代鏡展示館）の開館  

寄贈・寄託を受けた古代中国鏡を展示する考古博物館の分館（常設展示施設）

を県立フラワーセンター内に整備し、平成29年４月に開館する。 



  

(4) スポーツ振興体制の充実 

① 「ワールドマスターズゲームズ2021関西」等の開催に向けた取組推進 

平成29年９月に開催する「日本スポーツマスターズ2017兵庫大会」の開催業

務や「ワールドマスターズゲームズ2021関西」の開催に向け、実行委員会を設

置し、具体的な開催準備等に取り組むため、スポーツ振興課に担当職員を配置

する。【㉘４名→㉙６名】 

 

２ 人事異動 

 

(1) 異動規模 

  異動総数は、退職者減の影響などにより、昨年度より減少した。 

  

区    分 平成２９年度 平成２８年度  

事 務 局 職 員 等  ３５２名   ３２６名  

県 立 学 校 教 職 員 １，７９４名 １，８７７名  

市町立小･中･特別支援学校教職員 ４，５３４名 ４，９２０名  

合    計 ６，６８０名 ７，１２３名  

   

 (2) 人事異動の特色 

① 事務局関係(役付職員等) 

       

ア 人事交流の促進 

          本庁と地方機関との人事交流に加え、学校、知事部局、市町教育委員会と

の人事交流を積極的に行った。 

     

  （人事交流の状況(役付)） 

区      分 平成２９年度 平成２８年度 

本庁と地方機関の交流 ４５名   １９名   

県立学校等との交流 ５５名   ６２名   

知事部局等との交流 ４６名   ５５名   

市町教委(学校含)との交流 ３１名   ３３名   

計 １７７名   １６９名   

 

イ 文化庁 地域文化創生本部(仮称)への職員派遣 

新たな政策ニーズに対応した事務・事業を地元の知見ノウハウ等を活かし

ながら先行的に実施するため、平成 29 年度から京都に設置される文化庁の

「地域文化創生本部」に専門的教育職員１名を派遣する。 

 

 



  

ウ  東日本大震災の被災地支援 

文化庁及び福島県からの要請に基づき、福島県教育委員会へ埋蔵文化財技

師を１名派遣する。 

 

エ  国史跡の竹田城跡（朝来市）の保存・活用への支援 

朝来市からの要請に基づき、竹田城跡等の文化財の保存や活用を支援する

ため、引き続き朝来市に埋蔵文化財技師を１名派遣する。 

 

オ  女性・若手所属長の登用 

       人権教育課長に人権教育課副課長 村松 好子 を登用するほか、女性の

管理監督職への積極的登用を図った。 

     但馬教育事務所長に義務教育課副課長 近都 勝豊（５１歳）を登用した。  

     

   《事務局役付職員の女性登用状況》 

職名   年度 ２９ ２８ 増 減  参考㉔ 

８級(課 長 級) 4/ 34 11.8% 3/ 34 8.8% ＋１ +3.0% 8.1% 

７級(副課長級)   8/ 48  16.7   8/ 49 16.3 ＋０ +0.4 4.3 

６級(班長・主幹級)  15/ 79  19.0 14/ 79 17.7 ＋１ +1.3 11.7 

計 27/161  16.8 25/162 15.4 ＋２ +1.4 8.7 

                                                       

 

②  県立学校関係(校長級) 

ア  退職者・登用者の総数 

  退職者３８名、登用者３８名(校長総数１６４名(副校長含む)) 

                  

イ 本庁課長等からの登用 

     様々な教育課題の解決を図るため、教育行政経験があり、教育全般に対す

る幅広い見識を有した経験豊富な本庁課長等８名を登用した。 

    （本庁課長等からの登用） 

神戸高等学校長へ     ：中野 憲二（58）教育次長から 

明石北高等学校長へ    ：船田 一彦（56）体育保健課長から 

八鹿高等学校長へ     ：樋口 正和（56）人権教育課長から 

西はりま特別支援学校長へ ：古角 美之（57）播磨東教育事務所長から 

北摂三田高等学校長へ   ：中村 晶平（56）丹波教育事務所長から 

神戸高塚高等学校長へ   ：宮垣  覚（55）県立教育研修所教務部長から 

湊川高等学校長へ     ：片岡 正光（56）県立教育研修所所長補佐から 

北条高等学校長へ     ：北川真一郎（55）県立神出学園校長から 



  

ウ 県立学校の活性化を進めるため適材適所の配置 

     特色ある学校づくりや専門高校及び専門学科の充実を図り、学校の活性化

を推進するため、適材適所の配置を図った。 

 

（適材適所の配置） 

             

兵庫工業高等学校長へ     ：大川 真澄（58）尼崎工業高等学校から 

伊丹高等学校長へ       ：秋宗 英生（58）国際高等学校長から 

芦屋国際中等教育学校長へ   ：瀬尾 幸司（54）三木高等学校教頭から 

三木高等学校長へ       ：前田 哲男（56）生野高等学校長から 

農業高等学校長へ       ：太古千惠美（58）舞子高等学校長から 

姫路西高等学校長へ      ：山根 文人（56）播磨南高等学校長から 

姫路しらさぎ特別支援学校長へ ：森下伊一郎（57）芦屋特別支援学校長から 

 

 

 

エ  若手の登用 

          ５３歳(最年少：昨年は５４歳が７名)の校長を１名(県立神崎工業高等学

校長 森本 成己 県立鳴尾高等学校教頭から)登用した。校長登用者の平

均年齢は、５６.１歳となった。（㉘55.9 歳） 

 

オ 女性の登用(教頭・事務長を含む) 

          女性校長を５名、女性教頭を５名登用した結果、校長２２名、教頭２３名、

合計４５名となった。（昨年比４名増） 

          女性事務長を６名登用した結果、５３名となった。（昨年比４名増） 

 

     （管理職の女性登用状況） 

年度 

職名 
29 28 増減(㉙－㉘) 参考㉔ 

校 長 
  22/164 

  （ 5） 
  13.4% 

  17/163 

  （ 5） 
  10.4% 

   ＋ 5 

( － ) 
+3.0%    9.2% 

教 頭 
  23/211 

   ( 5) 
  10.9 

  24/212 

   ( 6) 
  11.3 

- 1  

(- 1) 
-0.4%   11.9 

事務長 
  53/163 

   ( 6) 
  32.5 

  49/162 

   ( 5) 
  30.2 

   ＋ 4 

(＋ 1) 
+2.3   20.4 

計 
  98/538 

   (16) 
18.2 

  90/537 

   (16) 
16.8 

＋ 8 

( － ) 
+1.4   13.6 

                                   (  )は当該年度女性登用者数 

    

 



  

 

 

   （女性管理職登用者） 

（校長昇任） 

神戸北高等学校長へ 

神戸特別支援学校長へ 

上野ケ原特別支援学校長へ 

高等特別支援学校長へ 

洲本実業高等学校長へ 

 

：橋本 祐里（58） 

：吉田 尚美（56） 

：末房 弘美（58） 

：中塚 公子（58） 

：武中 聖子（55） 

 

洲本高等学校教頭から 

姫路南高等学校教頭から 

こやの里特別支援学校教頭から 

猪名川高等学校教頭から 

津名高等学校教頭から 

（教頭昇任） 

神崎特別支援学校教頭へ 

芦屋国際中等教育学校教頭へ 

氷上西高等学校教頭へ 

三木東高等学校教頭へ 

北はりま特別支援学校教頭へ 

（事務長登用） 

長田高等学校事務長へ 

西宮北高等学校事務長へ 

淡路三原高等学校事務長へ 

明石清水高等学校事務長へ 

西神戸高等特別支援学校事務長

へ 

日高高等学校事務長へ 

 

：大中 美幸（54） 

：宮本美枝子（52） 

：富田 尚美（49） 

：殿井 瑞穂（54） 

：依藤 悦子（53） 

 

：若林 洋子（57） 

：清水 亜美（47） 

：熊田 利恵（48） 

：村上真由美（47） 

：下田 望 （47） 

 

：鳥井ゆかり（52） 

 

阪神昆陽特別支援学校主幹教諭から 

伊丹西高等学校主幹教諭から 

猪名川高等学校主幹教諭から 

小野工業高等学校主幹教諭から 

夢前高等学校主幹教諭から 

 

福利厚生課副課長から 

福利厚生課給付班長から 

播磨東教育事務所管理主事から 

歴史博物館主査から 

神戸西部新設高等特別支援学校

開設準備室主幹 

和田山特別支援学校主査 

 

  ③  市町立学校関係(校長級) 

ア 退職者・登用者の総数 

  退職者１７６名、登用者１７１名(校長総数８５９名) 

 ※差の５は学校統廃合等による。 

   

イ 校種間の異動の推進 

小学校と中学校の連携を強化し、不登校や生徒指導上の諸課題に対応

するため、小中学校間の校長の人事交流を積極的に推進し計５２名を異

動させた。(昇任時の異動を含む) 

（校長の校種間異動数の推移） 

      年度 

校種 
29 28 

小 → 中 19 21 

中 → 小 25 29 

小中 特別支援 8 5 

合  計 52 55 



  

ウ 教育委員会事務局や他市町の学校からの人事異動の推進 

学校の教育課題解決のため、行政経験を生かした学校運営が図れるよう、

校長採用者１７１名のうち、県教育委員会、市町教育委員会等から計３６名

を採用した。また、管理職としての幅広い経験を生かすため、市町間での校

長の転任数は１０名、校長への採用数は１２名となった。 

 

区分                年度 29 28 

 教育委員会事務局

等からの採用 

県教委から  3  7 

市町教委等から 33 41 

計 36 48 

 

区分                年度 29 28 

市町を越えた異動 

市町を越えた転任者数 10 9 

市町を越えた昇任者数 12 10 

計 22 19 

エ 若手の登用 

          ５２歳以下の校長１８名を登用した。最年少は５１歳の８名であった。(昨 

年は５０歳） 

校長登用者の平均年齢は、５５.０歳となった。（㉘55.3 歳） 

（若手の校長登用者） 

西宮市立東山台小学校長へ         ：杉田 二郎（51） 西宮市教育委員会学校改革課長から 

芦屋市立浜風小学校長へ           ：井岡 祥一（51） 芦屋市教育委員会管理部主幹から 

伊丹市立松崎中学校長へ           ：升井 竜雄（51） 伊丹市教育委員会管理部副参事から 

加東市立東条中学校長へ           ：平川 真也（51） 加東市立東条中学校教頭から 

篠山市立今田小学校長へ           ：高森 俊広（51） 篠山市立西紀中学校教頭から 

洲本市立洲本第一小学校長へ      ：清水 晃弥（51） 洲本市立鳥飼小学校教頭から 

洲本市立由良小学校長へ        ：増井 英喜（51） 洲本市立由良中学校教頭から 

南あわじ市立沼島小学校長へ      ：木場 大輔（51） 南あわじ市立福良小学校教頭から 

西宮市立小松小学校長へ           ：濱路  学（52） 西宮市教育委員会学校教育部参事から 

西宮市立大社中学校長へ           ：原田 茂生（52） 西宮市教育委員会学校保健安全課長から 

宝塚市立西山小学校長へ           ：和田 りか（52） 宝塚市立良元小学校教頭から 

宝塚市立安倉小学校長へ           ：井上 秀清（52） 宝塚市教育委員会学校教育課長から 

三田市立松が丘小学校長へ        ：堺井  勝（52） 三田市立広野小学校教頭から 

三木市立志染小学校長へ         ：大田 直樹（52） 播磨東教育事務所主任指導主事から 

加東市立福田小学校長へ         ：登  光広（52） 加東市教育委員会参事兼学校教育課長から 

篠山市立八上小学校長へ         ：松笠 勝也（52） 篠山市教育委員会次長兼学校教育課長から 

篠山市立城東小学校長へ         ：押部 匡子（52） 篠山市立多紀小学校教頭から 

丹波市立和田中学校長へ         ：吉川 景敏（52） 丹波市立春日中学校教頭から 



  

 

 オ 女性の登用(教頭を含む) 

          女性校長を２３名、女性教頭を４８名、計７１名を登用した結果、校長 

１０５名、教頭１５２名､合計２５７名となった。（昨年比２６名増） 

女性管理職の新規登用数は１４名増加し、総数は昨年より２４名の増加と

なった。 

 

（管理職の女性登用状況） 

年度 

職名 
29 28 増 減 参考㉔ 

校 長 
105/ 859 

(23) 
 12.2% 

102/ 864 

(31) 
 11.8% 

+  3 

(-  8) 
+0.4% 13.9%  

教 頭 
152/ 863 

(48) 
 17.6 

131/ 868 

(26) 
 15.1 

+ 21 

(+ 22) 
+2.5   12.3 

計 
257/1722 

(71) 
14.9 

233/1732 

(57) 
13.5 

+ 24  

(+ 14) 
+1.4   13.1 

                                      (  )は当該年度女性登用者数 

 

(参 考) 

 

（管理職の女性登用状況(再掲)） 

年度 

職名 
２９ ２８ 増 減 

事務局 27/161  16.8% 25/ 162  15.4%  ＋ 2 + 1.4% 

県立学校     98/538 18.2 90/ 537 16.8 ＋ 8 + 1.4 

市町立学校 257/1722 14.9 233/1732 13.5 ＋24 + 1.4 

計 382/2421 15.8 348/2431 14.3 ＋34  + 1.5 

                                      

 

 

カ 熊本地震の被災地支援 

 

熊本県教育委員会からの要請に基づき、熊本県（南阿蘇村立南阿蘇西小学

校）へ明石市立中学校の主幹教諭を１名派遣する。 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

④  新規採用教員 

        今年度９９６名の採用となった。(昨年の採用数１,１３４人) 

 

（新規採用教員の状況） 

採用 

年度 

市町立学 校

(特別支援含

む) 

県立学校(中

等・特別支援

含む) 

養護教諭 栄養教諭 合計 

２３ ７３４ ３０８ ３８ ５ １，０８５ 

２４ ８４９ ３６６ ３９ ８ １，２６２ 

２５ ８７８ ３６９ ３８ １１ １，２９６ 

２６ ８７９ ３４９ ３２ １３ １，２７３ 

２７ ８２１ ３２７ ５０ １２ １，２１０ 

２８ ７５５ ３３４ ３０ １５ １，１３４ 

２９ ７０１ ２５１ ３０ １４ ９９６ 

 

 

              


